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季刊 くらしと協同　2015 冬号（第 15号） 2015 年 12 月 25 日 発行

　今回の『くらしと協同』は、ごみ問題を取り上げました。ごみ問
題についてはこの数十年で多くの議論がなされ、ごみ減量に対する
取り組みは生協をはじめ、企業においても取り組まざるを得ない社
会的課題となってきました。
　生協が行ってきた廃棄物に対する取り組みを今一度整理し、現時
点での到達点や課題点を考える材料にしていただけたら幸いです。
　今号の取材を通じて、生協には現在の大量生産システム社会を根
本から転換させ、持続可能な社会を生み出していくことが求められ
ているということを感じました。（直）
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表紙紋様「松皮菱の紋様」 
松皮菱の文様は、菱形の上下に小さな菱形を重ねたような幾何学文様
で、古くは、奈良時代から用いられていた文様です。松の木の表皮、
樹皮の割れに似るところからこの名がつきました。また、菱紋は、一
年草の水草であるヒシ科のヒシの実またはヒシの葉を図案化されたも
ので、古くは、縄文時代の土器に描かれています。この菱紋から、松
の木の表皮を見て、松皮菱の文様が生み出され、現代では、誰もが知っ
ている三菱へとつながります。日本人の思考の柔軟性は、素晴らしい
ですね。この柔軟性を持って、あらゆる分野の変革やシステムの再構
築がなされると確信しています。 
　　　　　　　　　　    田内隆司／京小紋画像提供 （田内設計事務所）
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